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№1687　小宮弘信

日　時：2009年7月17日　18：30～20：30
場　所：常翔学園大阪センター
テーマ：「IFRS（国際財務報告基準）と情報システム」
講　師：公認会計士　武田雄治氏
参加者数：58名

1.はじめに
　平成21年6月、金融庁は「我が国における国
際会計基準の取扱いに関する意見書（中間報告）」
を公表し2015年又は2016年にIFRS（国際財
務報告基準）を強制適用する可能性があることを
明らかにした。会計基準が変わるということは、
内部統制の仕組みや業務システムも変更せざる
を得ない状態となる。
　そこで、公認会計士の武田雄治氏を講師に招
き、「IFRSと情報システム」というテーマで約2

時間にわたり、講義して頂いた。武田氏は「図解   
新会計基準2009-2011」などの著者として知られ、
IFRSに対する造詣も深い。また、以下の講義
概要は武田氏により、まとめて頂いた。

2.講義概要
　我が国にIFRSが強制適用されるということ
は、従来の金融商品取引法ベースの日本基準を
捨てることになり、会計基準のみならず、開示
にまで影響を及ぼすこととなる。ただし、会社
法や法人税法ベースでの会計基準等は従来通り

（日本基準）が継続することになると思われる。
そのため、会社内部のあらゆる情報システムを、
従来とはまったく異なる会計基準・開示体系の
IFRSに準拠したものへ機能を変更しなければ
ならないものの、従来通りの会社法や法人税法
ベースでの会計基準等にも準拠しておかなけれ
ばならないという、非常に大きな問題にあと数
年間で対応しなければならない。
　会計システム全般については、「連結先行」へ
の対応として二重帳簿対応が迫られる可能性が
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［特集］地域に密着した支部活動
　支部の活動というと、月例研究会の開催テー
マにあわせて、収録ビデオを視聴し議論を深め
るというスタイルが中心でした。
　しかし、最近では、地元の講師を招いたり、
パネルディスカッションなどにより討議を深耕
させるなど、小規模ならではの活動が展開され
ています。さらに、地域の複数の支部が合同して、
それぞれの強みや経験を持ち寄り重ねあわせる
という独自の活動が定着してきたように思われ
ます。

　理論の研修だけでなく、地元企業や施設を訪
問し、実際に現場を確認するという試みが実践
されているのも、地域密着のあらわれでしょう。

　いつまでも、シャッター商店街ではない、と
いう地元企業の活動を支える支部の活動から、
　１）近畿支部の活動
　２）北信越支部の報告
　３）西日本合同研修会の案内
について、元気な研修会の報告を紹介します。
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ある。また、財務諸表の表示が変更されることや、
廃止事業にかかる財政状態や損益を別掲するこ
と、さらには、過年度遡及処理への対応も求め
られる。
　販売システムについては、物品販売における
収益認識基準が、従来多くの会社で採用してい
た「出荷基準」が認められなくなる可能性があり、

「検収基準」への対応が必要となる。そのため、
システム上において、受注日や検収日のデータ
が取れるようにしておく必要がる。
　固定資産システムについては、従来のシステ
ムが利用不能となる可能性がある。耐用年数は
従来の法定耐用年数の使用ができなくなり、し
かも、毎年実態に合わせた見直しが必要となる。
リース会計基準改訂によりオペレーティング・
リース取引を含むすべてのリース契約を固定資
産へ計上しなければならない可能性があり、シ
ステム上で管理しなければならない対象の物件
が増加すると思われる。また、資産除去債務や
賃貸等不動産といった新しい概念が導入される
ことから、その対応も必要となる。それ以外にも、
減損会計での「戻し処理」が求められるなど、多
くの対応が必要となり、固定資産システムへの
影響は最も大きいのではないか。
　在庫システムや原価計算システムについては、
後入先出法の廃止や、低価法が洗替法しか認め
られないことへの対応が必要となる。
　連結会計システムへの影響も大きい。従来の
我が国の連結会計基準への差異への対応も必要
である。連結キャッシュ・フロー計算書の作成
が「直接法」へ一本化された場合は、その対応も
必要となる。
　開示システムについては、有価証券報告書等
の注記情報が現状の何倍にもなる可能性が高い
ため、システムの大幅な変更が予想される。
IFRS導入への影響は給与計算システムにも及
ぶ。従来我が国ではほとんど考慮されていなかっ
た有給休暇に対する引当金の計上を求められる
可能性があり、そうなれば、有給休暇の付与数
や消化割合等もデータとして必要となる。
　このようにシステムへの影響だけでも大変で
あるが、IFRSへの準備事項としてはシステム
への対応だけでは済まされない。最大の課題
は、内部統制が全グループ会社で変更される可
能性があることだ。収益の認識基準が変更され
るというだけでも、販売プロセスの業務フロー
が変更される可能性が高い。あらゆる内部統制

への影響を洗い出す必要があるだろう。また、
IFRSは細則を定めない「プリンシプル・ベース

（原則主義）」の基準であるといわれているため、
IFRSへの深い理解が求められる。そのため、
IFRSの原文（英語）を読解できる者、IFRSに
精通した者を育成することも求められる。さら
には、情報システム、内部統制への変更、社内
人材育成、コンサルティング報酬等も含めたコ
スト負担への対応も不可欠だ。先行事例でもあ
るEUの上場企業ではIFRSへの対応コストだ
けで数十億円を要している企業もあり、それは
内部統制監査（SOX法）への対応の数倍にも及
んでいる。IFRSの強制適用まであと5 ～ 6年あ
るが、その準備事項の多さを考えると、時間的
余裕はまったくない。

3.所感
　今回の研究会はIFRSへの興味の大きさを反
映して、近畿支部としては最も来場者が多かっ
たように思われる。しかも、全員が熱心に耳を
傾け、さらに、IFRS対応の影響の大きさに驚
きの声を上げたり、大きなため息をついたりす
る方も多かった。
　IFRSと日本基準の二重帳簿対応や廃止事業
の別掲、さらには、過年度遡及処理への対応な
ど会計担当者に対する負担は大きく、販売管理
システムにおいてもポイント付き売上、製品保
証付き売上、消化仕入など売上金額自体が変わ
る可能性があることも知らされた。
　システム担当者には少々難解な話もあったが、
我が国にとんでもない大きな嵐がやってくると
いうことは十二分に伝わる内容であり、非常に
有意義な研究会であった。

報告　№0645　是松　徹

　去る6月27日、28日に、近畿支部として毎年
恒例のシステム監査実践セミナーを開催しまし
たので、以下にご報告いたします。
1.概要
⑴日時：2009年6月27日㈯～ 28日㈰
⑵場所：三洋電機研修センター（神戸市）
⑶受講者数：16名（４チーム編成）
⑷講師・スタッフ（準備期間含む）：

システム監査実践セミナ－　開催報告
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吉田、藤野、関西、三橋、小宮、尾浦、松井、
金子、広瀬、中村、浦上、帯谷、是松

⑸参加費：
　会　員　　84,000円（早期割引63,000円）
　非会員　105,000円（早期割引84,000円）

2.今回の特徴
⑴延期後の開催
　本来、昨年11月の開催予定でしたが、応募数
が開催基準に1名足らず、やむなく一旦延期と
しました。そこで、捲土重来を期して早めの募
集を心掛け、1月から募集を開始した結果、予想
を上回る人数の申込をいただき、今回の開催に
至りました。
⑵早期割引の導入
　受講者の負担軽減による応募の促進を狙い、
本部のご承認の下に4月30日までの申込を対象
とした早期割引の導入を行い、一定の効果を得
ました。
⑶入念な準備
　スタッフを段取り／運営等を行う事務スタッ
フと研修資料を作成／準備するドキュメントス
タッフとに大別して役割を明確化し、月に数回
開催した事前打合せを通して意思の疎通を図り
つつ準備を進めました。
⑷遠方からの参加
　近畿開催にもかかわらず、北海道、熊本をは
じめ、東京、川崎、鳥取、広島、名古屋等から
も応募いただき、スタッフ一同、感謝の念とと
もに緊張感を持ちながら本番当日を迎えました。

3.カリキュラム
〈6月27日㈯〉
13：00 ～ 13：20　開会
13：20 ～ 14：20　講義　システム監査の動向

と技法概説
14：20 ～ 15：00　講義　演習課題説明
15：00 ～ 17：00　予備調査準備、予備調査（監

査依頼者にインタビュー）、
予備調査まとめ

17：00 ～ 18：00　監査個別計画書作成
19：00 ～ 19：40　監査個別計画書発表
19：40 ～ 21：00　講師講評、本調査準備
21：00 ～　　　 　懇親会

〈6月28日㈰〉
　8：40 ～ 10：30　本調査（現場責任者4名に

インタビュー）
10：30 ～ 12：00　本調査まとめ、監査報告書

作成
13：00 ～ 15：00　監査報告会
15：00 ～ 15：40　講師講評、監査事例紹介
15：40 ～ 16：00　アンケート、閉会
4.受講者の声　－アンケート抜粋－

⑴全体：期待通り6名　ほぼ期待通り9名
⑵日程／時間帯：
　非常に良い6名　良い5名　普通4名
⑶時間配分：
　非常に良い5名　良い4名　普通４名　悪い2名
⑷事例テーマ：
　有益度高い8名　やや高い５名　普通2名　や

や低い１名
⑸事前配布資料：
　有益度高い6名　やや高い4名　普通5名　や

や低い1名
⑹講師／スタッフ対応：
　非常に良い10名　良い3名　普通2名
⑺会場：非常に良い9名　良い4名　普通２名
⑻費用：
　非常に良い5名　良い3名　普通６名　悪い１名
注）：⑷⑸以外は1名未回答

５．所感
　ロールプレイを通した監査模擬体験について、
受講者全員から有益であったとの評価をいただ
き、さらに事後課題の監査報告書作成にも意欲



No.110  October  2009 Systems  Auditors  Association of   Japan

4

的に取り組んでいただいたことで、スタッフ一
同、本セミナーを実施した甲斐があったと感じ
ています。
　特に、女性の積極性が目立ち、最後の監査報
告会では女性受講者３名全員が各チームの代表
として報告いただいたことからも、女性パワー
を強く感じました。
　一方で、受講者の声から、グループ討議の時
間配分や事例／配布資料の改善、監査計画書／
報告書の標準的な記載レベル例の提示等が、今
後の課題ととらえています。
　これからも、今回の実施結果を踏まえて、引
き続き、セミナー内容の充実を図っていく予定
です。
　以下に、受講者からいただいた感想文を掲載
いたします。

（№1625　岡田　直之）
　近畿支部で監査サービスを受けられた実例に
基づいた実践セミナーでしたので、受講する側
としても、本当にその企業のシステム監査をす
るという意気込みで準備、参加ができました。
　なんといっても、ロールプレイでのスタッフ
のみなさまの役者ぶりは、関西ならではという
臨場感あふれる内容でした。これは、ぜひ全国
の支部にも紹介してもらいたいものです。
　コースの最後には、この実例の監査報告書の
抜粋まで見せていただき、システム監査が教科
書だけで習得できるものではないということが、
よく理解できました。
　ただ、システム監査の観点に立てていたのか
どうか、受講中ずっと疑問を抱いたままでした
ので、配役とは異なる、監査の立場でのアドバ
イスがいただけると、より有意義なセミナーに

なると思いました。
　スタッフのみなさま、本当にありがとうござ
いました。

（一般受講生　徳田　雅実）
　以下にセミナーの感想を今回のセミナーで習
得したGOODPOINTと改善提案で記述させて
頂きます。

【GOODPOINT】
　講師の方々が大変フレンドリーで、大変リラッ
クスして受講できました。また研修施設も充実
しており、もう一泊したいぐらいでした。

【改善提案】
　講師の方々の人数が多く、役割分担がわかり
にくかったです。
　最初に講師を紹介されたのですが、受講内容の
説明の前だったので資料を見て判りましたが…。
　今回の事例テーマで監査資料を用意されてい
たとの事ですが、見せてほしい資料をどのタイ
ミングで見せて頂けるのか説明がなく、最後ま
で見ないままで終わりました。明確な説明がほ
しかったです。
　最後に2日間でしたが、システム監査の視点
としてまず客観的な事実をおさえるという部分
に関して大変参考になりました。ありがとうご
ざいました。

（一般受講生　石綿　勇）
　「実践セミナー」ということで、私が予想及び
期待していたのは、たとえばデータベースから
監査ツールを駆使して問題点を抽出するとか、
平行シミュレーションの実践とか…。システム
監査のテキストの定番アイテムなのに、実際に
はなかなか実物を目にすることができない監査
技法の演習でした。セミナー自体の内容は、シ
ステム分析やシステムコンサルティングの研修
に近かったと思います。
　受講してみて予想とは違ったものの、非常に
臨場感あるシミュレーション演習で、興味深い
テーマ、内容でした。とくにそれぞれの役割を
演じられた講師の方々の役者ぶりは堂に行った
もので感心いたしました。題材となったシステ
ムについては、適切なものだったとは思います
が、少し古いかとは感じました。特に、勉強に
なったと思いましたのは、研修終了後の事後課
題演習。講師の方に何度もチェックしていただ
き、本当にありがたかったと思います。間違い、

システム監査実践セミナー　受講感想文
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理解不足、不適切なところを何度もご指摘いた
だき、これは非常に勉強になりました。やはり
報告書の書き方が重要なスキルだと感じました。

システム監査入門セミナーを開催して
広瀬　克之

　平成21年８月８日㈯近畿支部年間計画に従っ
て、システム監査入門セミナーを開催しました。
支部として入門セミナーは初めての試みであり
参加人数の見通しが立たない状態でしたが、結
果は15名の方に受講頂きました。
　会場は大阪駅から歩いて10分強にある常翔学
園で、15名規模の受講では最適な広さの会議室
であったと思います。
　午後１時から開催し、まず近畿支部長吉田氏
から開催のご挨拶を頂戴し、その後、簡単な自
己紹介、スタッフ紹介を行って早速講義開催と
なりました。
　最初の講義は、小河氏による「システム監査概
要」で“システム監査とは”という初歩的な解
説から、どのようにシステム監査を実施してい
くのか、その手順を簡単に説明する内容でした。
システム監査が初めての受講者にとっては、初
歩的な内容とは言え時間が約30分と理解するに
は短かったかもしれません。
　続いて岡谷氏による監査体験実施です。チー
ム単位で実施するシステム監査の手順を、利用
するシートを用いて具体的に解説されました。
チーム編成は予め席順を決めておき、移動する
ことなくその場でチーム単位のヒアリング内容
整理に入って頂きました。（今回の事例は大手流
通業における主にシステム運用に焦点をあてた
監査体験でした。）
　ヒアリング内容整理を終えたら、次はヒアリ
ング模擬でシステム課長役の野末氏、スーパ店
長役の荒町氏それぞれに各チームから３０分程

度のヒアリングを実施するものです。課長役、
店長役ともすっかりその役になりきり受講生に
とっては臨場感のある体験となったのではない
かと思います。
　ヒアリング後は、監査指摘事項をチーム内で
まとめ最後に報告という段取りとしました。各
チームの編成は、できるだけ監査経験や年齢を
考慮しまとまりが出るように工夫しましたが、
みなさん活発に議論され報告も的を得た内容と
なっておりました。
　最後に関西副支部長のご挨拶を頂き、アンケー
ト作成で修了となりました。
　アンケートは中間値に偏らないよう４段階評
価で実施しましたが、すべて３点以上を得られ、
満足度の高いセミナーとなったと思います。ア
ンケートの意見では、「時間が短く、１日コース
の方がよい」との意見や「平日開催を望む」声も
あり、次回への検討事項となっております。
　本セミナーをリード頂いた梅原氏、詳細な教材
を作成し講義頂いた岡谷氏、短い時間ながら完
結に監査概要を説明された小河氏、ヒアリング担
当された野末氏、荒町氏、またタイミングよくご
支援いただきました支部長、副支部長の皆様ごく
ろうさまでした、またありがとうございました。

入門セミナーに参加して
江村　一広

　私は、情報システムとは縁遠い仕事（弁護士）
をしており、監査実務経験なし、システム監査
技術者試験に合格してからやったことといえば
ＳＡＡＪへの入会のみという状況でした。各種
セミナーへの参加も敷居を超え難く躊躇してい
たところ、「どなたでも参加できる入門」との言
葉に、「これしかない」と直感し、思いきって参
加させていただきました。
　結果、私にとって大変有意義なものとなりま
した。チームに分かれての演習では、経験豊富
な参加者の方から矢継ぎ早に出される意見に感
心し、圧倒されつつも、被監査部門へのインタ
ビューや監査報告など、僅かながら自ら体験で
き、一歩（半歩？）前進できた気がしております。
質疑応答での白熱した議論からは、参加者の方々
の熱い思いも感じることができました。
　最後に、短時間にもかかわらずツボを押さえ
た充実したセミナーを実施していだいたスタッ
フの方々にあらためて御礼申し上げます。有難
うございました。

システム監査入門セミナー　開催報告
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入門セミナーに参加して
田淵　隆明

　今回のセミナーにおいて設定された事例につ
いては、監査において直面することの多い課題
が随所に配置されており、大変有意義であった
と思います。ただ、一つ要望を申し上げるなら
ば、チーム内でのディスカッションの充実、報
告書作成時間の確保の簡単から、半日制ではな
く、一日制（10：00 ～ 17：00など）にするべき
だと思いました。
　また、一つ気になったことですが、最後の解
説の中で「会社全体のオーソライズ」が強調され
ていました。被監査会社のオーソライズを、そ
のまま信用することは危険であり、監査の形骸
化につながるものです。実際、上場企業も採用
している会計システムにおいて、財務諸表等規
則・連結財務諸表規則の改正への対応が不備、
減価償却の法改正対応の不備、旧制度用語の残
存などの事例もあり、監査人としての職業的猜
疑心の堅持の観点からも疑問を感じました。
この点は改良が必要であると思います。

入門セミナーに参加して
安福　哲也

　８月８日開催の「システム監査入門セミナー」
に参加させていただきました。私の場合、６月
27日、28日に開催された「システム監査実践セ
ミナー（２日間コース）」にも参加させて頂いて
おりましたので「復習」のような意味合いを持ち
ました。「入門セミナー」は、「実践セミナー」と
異なり約４時間という短い時間で実施されるた
めタイムスケジュールやセミナー資料には入門
者に判り易い「道筋」や「ヒント」が予め盛り込ま
れておりました。また同時に、ロールプレイン
グも実施されるため実践的な内容も体験するこ
とができました。
　特に「入門セミナー」を受講したあとで「実践
セミナー」で受講すると「実践セミナー」の習熟
度がより上がるのではないだろうかと感じまし
た。また、システム監査をどのようなものか初
めて体験したい方に「入門セミナー」は最適だと
思いました。

日時：2009年6月20日（土） 13:00-17:00
会場：福井繊協ビル 803号室

◇講演１　「J－SaaSとクラウド」
№1354　栃川　昌文

　2009年3月よりJ-SaaSがサービス提供を開
始しました。J-SaaSとは、経済産業省が中小
企業のIT化を推進するために行っている支援策
で、J-SaaS基盤上に様々なアプリケーションソ
フトを準備して、企業の方々にSaaS型のサービ

スを提供するものです。現在は24のアプリケー
ションソフトがサービスを提供しています。
　中小企業に対するアンケートなどによると、
中小企業（特に小規模企業）におけるIT化推進
の課題は、次の点だと言われています。
・ハード、ソフトの購入により初期投資額が高

額になる
・高度なITスキルを持った人材が必要となる
　（システムの導入や保守のための人材）
・セキュリティ対策やデータ管理まで手が回ら

ない
　SaaS型でアプリケーションソフトを利用で
きるようにしてこうした課題を解決することで、
中小企業のIT化を推進しようというものです。

北信越支部福井県例会報告
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一方、大企業のIT化は中小企業に比べ進んでい
ますが、さらに推進するためには、企業間取引
をIT化（EDI）しなければなりません。しかし、
取引相手が中小企業の場合、相手企業のIT化が
遅れていることによって推進できないという悩
みがあります。こうしたこともJ-SaaSで解決し
ていこうと考えているようです。（EDIの普及は
ビジネス・プロトコルの整備という大きな課題
もあります）

　このように船出したJ-SaaSの普及支援を行う
普及指導員として、昨年秋より普及活動を行っ
てきましたが、サービス利用者は未だ少ないの
が現状です。J-SaaSは本当に中小企業のIT化
に寄与するのかどうか、SaaSによるメリット・
デメリットは何か、など自分なりにいろいろと
考えているところです。
　また、昨年秋から雑誌等で取り上げられるこ
とが多くなった「クラウド・コンピューティング」
ですが、情報システムの新しい潮流になるのだ
ろうと感じています。
　そこで、こうした動向を踏まえ、クラウド時
代におけるシステム導入やリスクの捉え方など
をシステム監査人として考えなければならない
のだろうと思い、問題提起という形で今回発表
をさせていただきました。私の中でまとまって
いるわけではないため、とりとめのない話になっ
てしまいましたが、これを機に支部会員の方と
今後も情報交換できればと考えています。

◇講演2　中小企業のセキュリティ監査
中部支部　大野　淳一　氏

（報告　№1281　宮本　茂明）

　中部支部から大野淳一様をお招きして、中小
企業（製造業）におけるセキュリティ監査、セキュ
リティコンサル事例について、以下の点を中心
に体験や感想を交え、ご講演いただきました。

《講演内容》
1.提案
　セキュリティポリシー策定商談に対し、
PDCAアプローチでなく、CAPDo（Check・
Act・Plan・Do）アプローチとしてセキュリティ
監査から始める提案を実施。この点がトップに

評価され受注。

2.セキュリティ監査
○トップインタビューで、社員の意識付けを行っ

てほしいとの意向を確認。
→サンプリングで深く監査していく方法でなく、

広く全部署を回る方法をとる計画を立案。
○監査準備として、資料（組織図、現場レイアウ

ト等）閲覧、全社員へのアンケート調査を実施。
○全部署に対しインタビューと現場視察を実施。

監査時には、顧客事務局（スタッフ部門）を同
行し、事務局の研修（OJT）を兼ねる。

○問題となったところからルール化。（必要なも
のだけをルール化。実情にあった実行可能な
ルール化。）

○報告書には、問題点、改善事項だけでなく、
改善策まで提案。監査報告作成にあたっては、
根拠を明確に記載。（事実と意見を混在させな
い）

○報告会は、トップだけでなく、インタビュー
したキーマンも出席してもらい、次の改善に
向けてのキックオフ会を兼ねる。

3.セキュリティコンサルティング
○顧客事務局に対するコンサルティングを実施

し、改善計画策定。
○トップへの改善計画説明は、事務局が実施。

《所感》
　中小企業のセキュリティ対策は、その企業の
成熟度にあった実行可能な対策をとることが効
果的である。そういった意味で、セキュリティ
監査から始めるCAPDoアプローチは、特に中
小企業にとっては有効なアプローチであること
を実感した。
　5月には中部支部で北信越支部の「医療機関の
個人情報保護監査研究」活動状況報告をさせて
いただいたが、今後とも中部支部の方々といろ
いろな形で交流を進めていければと考える。

◇研究報告
経済産業省 IT経営協議会
「IT経営ロードマップ 事例５　イオン株式会社」

№848　森　広志

　本年1月の石川県例会より「IT経営ロードマッ
プ」にある事例集を教材にして、重要成功要因や
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特定非営利活動法人 日本システム監査人協会
（北信越支部、中部支部、近畿支部、中四国支部、九州支部）

近畿支部 支部長 　吉田　博一

　西日本の各支部の会員の皆様にはますますご健勝のことと存じます。
　恒例の西日本支部合同研究会を下記のとおり、開催いたします。
　今回は、近畿支部が幹事支部となり、下記の日程で行います。他の地域や一般の方も含めて、
皆様のお越しをお待ちしております。

　例年と異なり、一日目の午後にＩＴを活用した現場の見学会を行い、
懇親会を行い、二日目は、「コンプライアンスとシステム監査」をテーマに研究会を行いたい
と考えております。
　見学会の WTC ビルは、今、大阪府庁が移転するかどうかと騒いでいる
ホットな場所で、そのビル管理等の制御系のシステムを見せて頂く予定
です。
　また、懇親会、研究会は、その近隣の大阪南港地区にあるホテルで行います。宿泊も安く
斡旋でき、夜景もきれいですので、是非、ご参加下さい。

リスクコントロールについて検討しており、今
回で第３回を迎えました。
　この目的は、経営戦略にITを利用している組
織体のシステム監査を行う際の予備調査及びシ
ステム評価等に役立てるためです。「IT経営ロー
ドマップ」の生々しい事例は、非常に貴重であり、
示唆に富んでいると思います。
　北信越支部での検討事例の数は、まだ少ない
状態ですが、事例を数多く調査し、多くの人か
ら意見を頂くことが、システム監査を行う上で
の品質向上につながると考えています。

　今回の業種は、グローバルリテーラー (世界規
模の小売業)で、IT活用面では、主に
①物流システム
　（広域物流ﾈｯﾄﾜｰｸの最適管理システム）
②マーチャンダイジングシステム
　（単品毎の最適管理システム）
③後方支援業務システム
がありますが、特筆すべきは、意思決定支援シ
ステムであるデータウェアハウス等を、現業の
店員さんやパートさんが携帯端末を利用し、単

品管理等を行うようになってきたことです。
　当業界のIT活用ベストプラクティスとして、
ウォルマートがありますが、データウェアハウ
ジングを活用して、本社から店舗への指揮命令
(コマンド＆コントロール)機能を廃止し、各店
舗に意思決定を移譲、経営組織を変革し、売上
げを継続的に向上、販売管理費を驚異的に低減
していることには感心しました。
　今後のグローバルリテーラーについて、我国
では、少子高齢化により人口が減少するため、
やはりアジアなど海外へ展開が必要と考えます。
その際には、海外での内部統制やインフラが十
分とは言えない現地での情報セキュリティ確保、
他国の内情に応じた対応が必要であり、そのた
めのグローバルITマネジメントが今後の課題と
考えました。
　今回で３回目の事例研究ですが、勉強になる
点や新しい課題や学習の方向性もでてきました。
今後とも、継続してゆきたいと思いますので、
支部内外の会員の皆さまには、ご協力よろしく
お願いいたします。

日本システム監査人協会　西日本支部合同研究会開催のご案内
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記

⑴名称：日本システム監査人協会　西日本支部合同研究会　in OSAKA Bay 

⑵日時：平成 21 年 11 月 14 日㈯ 13：30 ～ 15 日㈰ 15：30 

⑶場所：
　見学会：大阪ワールドトレードセンタービルディング
　　　　　大阪市住之江区南港北 1 丁目 14 番 16 号
　　　　　http://www.wtc-cosmotower.com/access/index.html
　　　　　大阪市営地下鉄南港ポートタウン線トレードセンター前駅　徒歩 3 分
　　　　　関西空港からリムジンバス　ハイアットリージェンシーオーサカ下車　徒歩 3 分
　懇親会、宿泊、研究会：ホテル　コスモスクエア国際交流センター
　　　　　大阪市住之江区南港北 1-7-50　TEL 06-6614-8711
　　　　　http://www.hotel-cosmosquare.jp/access.html
　　　　　大阪市営地下鉄中央線 コスモスクエア駅 2 番出口よりサークルバス 3 分
　　　　　関西空港からリムジンバス　ハイアットリージェンシーオーサカ下車　徒歩 5 分

⑷概要
　11 月 14 日㈯　見学会及び懇親会
　13：30 － WTC ビル　1 階広場に集合
　見学会：WTC ビルにおける制御系システム
　目　的：WTCビルにおける制御系システム等の信頼性等をシステム監査人として確認する。
　18：00 －懇親会（会場：ホテル　コスモスクエア国際交流センター）
　宿　泊：（同上）

　11 月 15 日㈰　研究会　テーマ：「コンプライアンスとシステム監査」
　10 時から 15 時半（会場：ホテル　コスモスクエア国際交流センター）
　基調講演　「コンプライアンス問題とシステム監査」　大阪成蹊大学　松田貴典教授
　ネット取引、食品偽装、知的財産権の侵害等のコン　プライアンス問題に対して、システ
　ム監査は如何に対応すべきかを論じて頂く予定です
　発表１　「企業コンプライアンスと内部告発」関口　幸一氏 ( 中部支部会員 )
　発表２　「　　　　　未　　　定　　　　　 」荒添　美穂氏（九州支部会員）
　討論会（予定）

⑸参加費：当日徴収の予定です。
　　　　見学会＆研究会：会員 2,000 円　一般 3,000 円　片方のみも同一料金
　　　　懇親会費：4,000 円
　　　　宿泊費：8,500 円 ( 朝食付き）
　　　　2 日目昼食代：1,000 円（近隣に食事をとるところはないそうです）
 
⑹申込方法
　今回の参加申し込みは、以下のホームページからお願いします。
　http://www.saaj.or.jp/
　なお、メールでの申し込みは受け付けておりません。
　問合せ先：関西　康一郎（日本システム監査人協会近畿支部）E-mail : saajk@mio.ne.jp
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報告者　No.1349　久保木　孝明
日時：2009. 7. 28
場所：総評会館
演題：金融機関における

プロジェクト監査への取り組み事例
講師：株式会社　三菱東京UFJ銀行

監査部業務監査室　上席調査役
金田　雅子　氏

1.概要
　2004年8月に、三菱東京フィナンシャル・グルー
プ及びUFJグループが統合を発表した際、巨大
金融グループ同士の統合ということで、社会的
に大きな注目を集めた。
　対象企業は、図１に示すように、持ち株会社、
銀行、信託、証券の8社。スケジュールは図２
のように、Day1、Day2の2フェーズからなり、
2008年の12月までの4年半に及ぶビックプロジェ
クトであった。

　金田氏は、この統合プロジェクトのスタート
当初から監査メンバーとして参画し、貴重な経
験を積まれてきた。
　今回は、三菱東京UFJフィナンシャル・グルー
プという、普通銀行、信託銀行、証券会社に加え、
トップクラスのカード会社やリース会社、消費
者金融会社、資産運用会社、米国銀行などを傘
下に持つ世界屈指の総合金融グループ誕生まで
の課題や工夫点について、監査人の立場でご自
身の経験も交えながら、ご講演いただいた。

2.主旨
2.1　Day１：企業統合プロジェクト+証券シス
テムの統合
2.1.1監査体制の整備上の工夫点

⑴各社の監査部門の協調体制構築
　Day1は企業統合プロジェクトである。各社に
内部監査部門が設置されているが、企業文化が
異なるため、監査計画の策定方針や監査手法に
違いがあった。しかし、別々の企業が一つにな
ろうとするそのプロセスを監査するうえで、内
部監査部門の足並みが揃わなくては、監査業務
自体が暗礁に乗り上げてしまう。そこで各社の
内部監査部門をまわり、協調体制、意思疎通の
重要性を説明し、協力を取り付けた。
⑵第三者機関の活用
　各企業の内部監査部門は、自社の業務には精
通しており的確な監査が実施できるが、統合す
る相手企業や他業種（銀行ならば、信託や証券）
までは入り込むことが難しい。このため、相手
企業と比べて監査項目が適切か、他業種と比べ
てスケジュール感が整合しているかなどが見え
にくかった。
　そこで、第三者機関である監査法人を活用し、
上記の課題を解決した。第三者機関には、統合
対象8社の全体像を掴み、その上で各社がどの
ポジションにいる（どの点が優れており、どの点
が遅れているか）かのアドバイスを期待したた
め、一社に絞り込むことにした。

2.1.2監査のポイント
　金融庁は、これまでの金融機関の統合の経験
を踏まえて、「システム統合リスク管理態勢の確
認検証用チェックリスト」を作成し公表してい
た。当該チェックリストには、経験に裏付けさ
れたノウハウが蓄積されていたため、バイブル
として大変参考になった。
⑴経営陣のリスク管理に対する協調した取組み
ができているか

　経営陣が統合の目的や統合後の将来像を共有
できているか、顧客重視の観点に立脚して経営
統合を考えているかなどが重点監査ポイントと

第 148 回月例研究会参加報告

図１　対象企業群　
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図２　統合スケジュール　
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なる。また、このような統合プロジェクトでは「統
合日ありき」の傾向があるため、統合計画や実行
計画が実現可能かも注意深く監査した。
⑵協調したシステム統合リスク管理態勢のあり
方は適切か

　Day1には証券システムの統合も含まれてい
た。システムの移行判定は最終的に経営が行う
ものであり、移行判定基準が経営陣に判断可能
なレベルでなくてはならない。
また、金融機関のシステムは顧客データの保護
が特に重要であり、この点が考慮されているか。
さらにスムーズなシステム移行のための教育・
訓練期間が計画に盛り込まれているかといった
点が重要監査ポイントであった。
⑶不測の事態への対応は十分か
　最悪の事態を考慮し、企業統合自体を中止・
延期する基準、あるいはシステム統合を延期・
中止する判断基準が明確になっていることが重
要である。また、発動の権限を有する者が明確
になっているかをチェックした。
2.2　Day２：システムの統合プロジェクト
2.2.1監査体制の整備上の工夫点：多層監査体制
構築
　システム部門はかねてより部門内に品質管理
機能を持っており、品質にはかなり気を配って
いた。業務部門も同様である。しかし、今回の
プロジェクトの規模や社会的影響度を考慮し、
二重三重の監査体制を敷いた。
　具体的には、システム部の部内監査とは別に、
①行内の監査部門が独立して監査を実施、②監
査法人による第三者機関としての評価、③経営
会議の下に「システム統合委員会」を設置し、主
要ベンダーからも有識者に参加いただきシステ
ム統合プロセスを評価する、といった対策を講
じた。（図３）

2.2.2監査のポイント
⑴子会社監査としての監査ポイント
　Day2では、持株会社のシステム統合はない。

持株会社にとって、傘下の銀行、信託、証券各
社のシステム統合が確実に行われるか、行い得
る態勢にあるかが関心事であった。
　そこで、持株会社の監査部門として、子会社
が各社推進している監査態勢及び監査実施状況
が適切であるかをオフサイト・モニタリングに
よって確認した。
⑵システム統合プロジェクトとしての監査ポイント
　システム統合の監査ポイントは、いわゆるプ
ロジェクトマネジメントで押さえるべき事項が
確実に実施されているかの確認である。ただし、
規模が非常に大きい点、失敗が許されないとい
う点で、特に以下の3点が留意した所であり苦
労した所でもあった。
①段階移行のオーバーヘッド
　これだけ大きなプロジェクトであると、当然
段階的な移行が発生する。段階移行はStep By 
Stepの確実な移行として良い方法であるが、現
場ではある支店はカットオーバしているが、別
の支店はこれからというように時間差が生ずる。
監査人の立場では、この点に留意して監査する
必要があった。
②検証作業量と検証期間
　フェーズ移行判定の手順は、まず監査部門が
検証し、検証結果を経営にインプットして経営
の最終判断を仰ぐ。監査部門が確実な検証をし
ようとするあまり、監査に時間をかけ過ぎては、
2008年12月に統合完了という最終納期にまで
インパクトを与えてしまう。
　膨大な監査資料を、限られた時間で検証し経
営へ渡すという点で苦労した。
③フォローアップ
　監査において問題が発見されたとき、残され
た時間で何ができるか、対応できるかという視
点が重要である。別の言い方をすると、最低や
らなければならないことは何か、これができれ
ばGO、できなければ延期や中止も止む無し、と
いう観点で徹底してフォローアップをおこなっ
た。

3.所感
3.1　内部監査部門と第三者機関との連携の重要性
　企業内監査部門の強みと限界を改めて感じた。
企業内監査部門は自社の業務には精通している
が、他社の業務は不案内、あるいは監査範囲外
という現実がある。この限界を克服するうえで、
独立監査法人との連携は極めて有効だったとい

図3  多層監査体制　

システム部門

業務部門

システム部
部内監査部内監査

行内の監査部門

第三者機関

外部有識者
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う説明があった。
　今回の様なビックプロジェクトは勿論である
が、一般の企業においても同様のことが言える。
システム監査人協会には、企業内監査人と独立
自営の監査人が多数在籍している。両者の連携
を強化することが今後更に重要である。
3.2　「走りながら考えて」良いこと・悪いこと
　企業では、よく「走りながら考えよう」という
言葉を耳にする。詳細まで完璧に決めてから行
動を起こすのでは時間がかかり過ぎ、商機を逃
す。従って、方針が決まったらまず行動を起こし、
詳細は順次決めていこうという主旨である。
　今回の講演をうかがい、それが許される項目
と、決して許してはいけない項目があると痛感
した。
　前者は、講演の中で紹介されたマイルストー
ンの日程などである。計画段階では何月頃に実
施するというレベルにとどめ、プロジェクトの
進行に伴い、何月何日に実施すると具体的な日
付を確定するような内容である。
　一方後者は、システム統合の中止・延期に係
る判断基準のような重要事項である。社会的に
も注目され、失敗は許されないプロジェクトで
は、プロジェクトの後半になってから、適切な
判断基準を決めようとしても、「いまさら延期な
んてできない」という内圧・外圧がかかり、無理
をしてカットオーバしてしまいがちである。そ
の結果、迷惑を被るのは利用者（一般ユーザ）で
ある。
　このような重要事項はプロジェクトの初期段
階で確定させ、経営、実行責任者、ユーザ、関
係省庁といったステークホルダー間で合意・承
認を取る必要がある。場合によっては、世間に
公表する必要があるかもしれない。
　山の遭難でよく言われるように、「引き返す勇
気」は「進む勇気」の何倍も必要である。監査の
観点では、このような重要事項が適切な時期に
設定され、適切な関係者間で承認されているか
をチェックし、指導する必要がある。
　最後に、普通では経験できないようなビック
プロジェクトを、当事者として内側から見てこ
られた金田氏の講演は、大変貴重であった。

日本システム監査人協会

1.日　時：H21年9月10日㈭18：30～20：30
2.場　所：星稜会館　　3Ｆ会議室
3.出席者：鈴木（信）、小野、竹下、沼野、吉田

（裕）、馬場、金子、岩崎、榎本、大石、
橘和、木村、桜井、仲、山田、松枝、
吉田（近畿支部）

メールによる委任状（14名）
出席者計：31名/40名中

4.議　題
・当初の議題は無かったが下記2点について緊

急動議で審議された。
⑴公認システム監査人制度の一部変更について
⑵事務所の隣接室への移転
　
5.資　料
⑴「公認システム監査人制度」における「特別認

定制度」の一部変更の件（案）
⑵移転先事務所レイアウト図
⑶システム管理基準（forオフショア）Ver .8（パ

ブリックコメント募集版）他
⑷予算実績対比表（H21.1.1 ～ H21.6.30）

6.審議事項
⑴公認システム監査人制度の一部変更について

教育研修委員会より、情報処理技術者試験制
度の改定（平成21年度）に伴い「特別認定制度」
の変更について答申がされた。
この審議のため、緊急動議で認定委員会を開
催し、公認システム監査人制度の一部変更に
ついて審議され、

・情報処理技術者Aは、ITストラテジスト（旧
システムアナリスト、 旧上級システムアドミ
ニストレータを含む）、プロジェクトマネー
ジャー、システムアーキテクト（アプリケー
ションエンジニア、 （旧制度の特殊を含む））
をいう。

・情報処理技術者Bは、情報セキュリティスペ
シャリスト（旧情報セキュリティアドミニスト
レータ、旧情報セキュリティを含む）をいう。

ことが承認された。
上記承認後、理事会に切り替えて、認定委員会

平成 21年度第８回理事会議事
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の承認事項を承認した。
⑵事務所の隣接室への移転について
　事務局より、現在の事務所を隣室に移転する
ことを進めていることの報告があったが事務所
の移転は重要案件であるため理事会審議事項と
するように緊急動議があり、理事会審議とした。
　本案件の審議を行い、移転について承認された。
　なお、固定費増となるため一層の経費節減を
図ることとし、懸案である会報の電子化等につ
いて来年度事業計画において具体化することが
要望された。

7. 報告事項（各担当理事）
7. 会長
⑴当協会の会員である棚橋議員（前）が、今回の

衆議院選挙において当選されたため、祝電を
打った。

⑵情報セキュリティ大学院大学のセミナーに当
協会のセミナーを加える件について、セミ
ナー参加者が少ないため、見送りとなった。

7.2 事務局（馬場/金子）
⑴引越しについて
・現在の事務室（65号室）から６２・６３号室

に移転する。
　新事務室の広さは現事務室の2倍強の広さが

あり、理事会等の20名前後までの会合が開
催できる。

・引越しは9 ／ 19の予定である。
・新事務所の住所表示は「6階65号」から「6階」

と変更し、ホームページ等の住所表示の変更
を進めている。

⑵メールアドレスの非開示について
・協会の代表アドレスであるsaa j jk1のメール

アドレスの迷惑メールが多いため、廃止する
方向で検討している。

・会員からの問い合わせはＨＰ「問い合わせ画
面」に切り替えていく。

・法人部会のチラシ等で協会メールアドレスを
知らせていることもありsaa j jk1のメールア
ドレスの廃止時期はそれらを含めて決定する
ことにした。

⑶会議室予約について
・新事務所では会議の使用が多くなるため、会

議室予約をweb等でできないかという要望
があった。

7.3 近畿支部（吉田）
●第114回定例研究会
　日　時：H21年7月17日㈮18：30～20：30
　場　所：常翔学園大阪センター 301教室
　テーマ：「IFRS（国際財務報告基準

（国際会計基準））と情報システム」
　講　師：武田　雄治　氏

（公認会計士　武田公認会計士事務所所長）
　出席数：58名
●システム監査入門セミナー
　初心者向けの実践セミナーの簡易版です。
　日　時：H21年8月8日㈯13：00～17：00
　場　所：常翔学園 大阪センター 304教室
　受講者数：15名
●近畿支部２０周年＋１公開シンポジウム
　20周年記念シンポジウムで提起されたシステ
ム監査の課題について、議論を深めました。
　情報システムの障害により社会的に大きな影
響を与えた企業に対してシステム監査の実施状
況を質問・確認するようにマスコミに働きかけ
をするなど具体的な行動の提言がありました。
　日　時：H21年8月29日㈯13：00～17：00
　場　所：大阪大学中之島センター 10Ｆ

佐治敬三メモリアルホール
　内  容：基調講演 「厚生労働省における

システム監査の活用事情」
　鈴木 実 氏（日本システム監査人協会理事）

　　　　　パネルディスカッション
「なんでいるねん！システム監査」

　パネラー ：佐竹　博利　氏
　　　　　　中村　謙一　氏
　　　　　　雑賀　　努　氏
　モデレータ ：浦上　豊蔵　氏
　出席数：53名
●システム監査サービス　
　 近畿支部のメンバーにより、実施中
●第115回定例研究会（予定）
　日　時：H21年9月18日㈮18：30～20：30
　場　所：常翔学園大阪センター 302教室
　テーマ：「地方公共団体における

ICT部門の業務継続計画（BCP）」
　講　師：川端　純一　氏

（総務省・LASDEC 業務継続計画
（BCP）策定支援アドバイザー　㈱
JKソリューションズ代表取締役　元
敦賀市総務部技監　当支部会員）
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○西日本支部合同研究会（予定）
　参加者募集中。
　日　時：H21年11月14日㈯13：30
　　　　　　～15㈰15：30
　内　容：一日目　施設見学　懇親会　宿泊
　　　　　二日目　研究会
　テーマ：「コンプライアンスとシステム監査」

基調講演　「コンプライアンス問題
とシステム監査」

大阪成蹊大学
松田貴典教授（近畿支部会員）

　発表１：「企業コンプライアンスと内部告発」
　　　　　　　関口　幸一氏（中部支部会員）

　発表２：荒添　美穂氏（九州支部会員）
　討論会（予定）
　場　所：コスモスクエア国際交流センター

（研究会、懇親会）

7.4 会報（竹下）
⑴次回会報は9月15締め、10月上旬発行予定。
⑵会報を電子化し配信する準備は出来ている

が、電子化に合わせて内容の充実を図りたい。
さらにSNSやメルマガを参考に、会員のディ
スカッションツールとして、何か構築できな
いかを考えている。

　来年度の活動に向け、新しい会報のあり方を
提案したい。

7.5 個人情報保護（岩崎）
　個人情報保護に関するセミナーはニーズがな
くなってきている。セミナーを開いても集客で
きない、等により、今年後の研究会活動につい
ては休眠中である。

7.6 山田理事報告
⑴システム監査基準研究会の活動として、「シ

ステム管理基準forオフショア」を作成した
ので、会員向けにパブリックコメントを求め
たい。

　募集の方法については、システム監査基準研
究会で検討する。

⑵公開資料について説明した。
・「システム管理基準（forオフショア）の背景

と用途とパブリックコメント募集」
・「システム管理基準（forオフショア）Ver .8（パ

ブリックコメント募集版）」
　　　

7.7 法人部会（小野）
⑴経済産業省の「平成21年度システム監査企業

台帳」登録企業向けにセミナー案内を送るよ
う予定している。

⑵FISA（情報システム・ユーザ会連盟）の第
30回システム監査後援会において、当教会の
チラシを配布する。

　
7.8 Post 20周年の取り組み（三谷副会長代理小野）
　「システム監査これからの10年」提言を経済
産業省　情報セキュリティ政策室　三角室長、
井上課長補佐、秋貞係長に報告した。
報告者：小野副会長、竹下副会長、力副会長、
　　　　三谷副会長、和貝副会長
その結果を受け、10月８日に打合せを予定

7.9 事例研究会（吉田（裕）
⑴第13回内部統制監査人セミナー（2009/8/24

～）は参加者が少ないため中止した。
⑵第14回システム監査実務セミナー（2009/8/29

～）は定員5名のところ4名の応募者があった
が、採算がとれないため中止した。

会長からの要望：
　システム監査実務セミナー（4日間コース）は、
公認システム監査人認定申請の前に受講する場
合があり、認定制度の基礎となるセミナーでも
あるため、セミナー実習のチーム編成が可能な
人数が集まるのであれば、開催してほしい。
　
7.10 基準研究会（松枝）
⑴「IT統制監査実践マニュアル」（黄色本）で引

用先が明示されていない箇所があることが著
作権者からの指摘でわかり、事実調査及び対
応について事務局と協力して進める

⑵システム監査基準の各検討プロジェクトは、
基準案作りを行っている。

　ソフトウェアのオフショア開発プロジェクト
は（案）作成が終了し、会員向けパブリックコ
メントで意見を募集するよう準備中である。

7.11 月例研究会（沼野）
⑴8月31日に149回月例研究会を実施した。
⑵次回は10月開催予定、テーマは検討中。
7.12 会計（仲/榎本）
⑴8月15日に会計監査を受けた。
⑵予算実績対比表（H21.1.1 ～ H21.6.30）につい
　て説明
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　第1期の認定者の更新年度のため、認定事業
収入が増加した。

（以下はメール報告）

7.13 北海道支部（大舘）
【７月研究会】
　日　時：7月13日㈪　18：30～20：30
　場　所：かでる2・7　1010会議室
　研修テーマ：「本部事例研活動と

システム監査事例」
　講　師：日本システム監査人協会副会長

事例研究会座長　吉田　裕孝　氏
　概　要：
　1）事例研究会の活動状況のご紹介
　・システム監査サービス
　・システム監査実践・実務セミナー
　・内部統制監査人セミナー
　・新セミナー企画（リスクとコントロールと監査）
　2）内部監査業務におけるシステム監査業務の
　　ご紹介
・米国企業改革法404条（US-SOX）のITの評

価範囲及び方法について
・内部監査におけるシステム監査の位置づけ及

び実施方法について
【８月ＶＴＲ勉強会】
　日時：8月24日㈪　18：30 ～ 20：30
　場所：札幌市男女共同参画センター

研修室４（４階）
札幌市北区北8条西3丁目札幌エルプ
ラザ内

　研修テーマ：記念講演「経済犯犯罪」（会員限定）
　講　師：公認会計士　細野　祐二氏

7.14 北信越支部（森）
【新潟県例会】
　1）日時:  2009年9月12日㈯13:30-17:00
　2）会場：有限責任監査法人トーマツ

新潟事務所　会議室
　3）例会議題
　⑴挨拶及び連絡
　⑵報告　１

「IFRS（国際財務報告基準）の概要とシス
テムに対する影響」

公認会計士　白井　正　氏
　⑶報告　２

「情報システムの信頼性向上に関するガイ

ドラインについて」
宮本　茂明　氏

　⑷システム監査研究会報告
「IT経営ロードマップ事例３
ホリステックマーケティングとIT経営可
視化について」

森　広志

7.15 中四国支部（溝下）
－実績－

【７月度月例会】　
　日　時：H21年7月15日㈬18：30～20：30
　内　容：「金融業務における情報セキュリティ

と暗号技術─ 暗号アルゴリズムの
世代交代問題を中心に─」

　場　所：広島市まちづくり市民交流プラザ
会議室Ｂ

－予定－
【９月度月例会】
　日　時：H21年9月16日㈬18：30 ～ 20：30
　内　容：「高度情報化社会を見据えた情報シ

ステム・ソフトウェアの信頼性向上
に向けた取組み」

　場　所：中四国マネジメントシステム推進機構　交流室 
　
7.16 中部支部（田中）

【9月例会】
　日　時：H21年9月12日㈯14：00～17：00
　場　所：四日市市楠福祉会館　2階第1会議室
　内　容：

⑴事務連絡14：00～14：30
　　　　（11月開催の合宿について）
⑵ご講演　 14：40～16：40
　「CSAフォーラムについて」（仮）

本部理事　斉藤茂雄 様
⑶その他連絡　16：40～17：00

7.17 東北支部（高橋）
　1.東北支部役員会（臨時）
　日　時：Ｈ21年8月29日㈮18：30～20：00
　場　所：株式会社ＩＴ経営コンサルティング

　NAViSビル事務所
　出席者：東北支部役員7名
　議事内容
　1）平成21年度予算案の確認について
　2）9月12日セミナーについて
　　・申込者の確認
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　　・費用について
　　・山形新聞に掲載（朝刊にセミナー案内が
　　　掲載）
　3）10月24日のセミナーについて
　　・運営方法
　　・講演内容の確認
　今後の予定
　1.寒河江セミナー
　東北支部システム監査入門セミナー
　　なぜ? そのコンピューターは動かないのか
　　システムの事故・障害、起きる仕組みと防
　　ぐ仕組み
　〈事例から学ぶシステム監査の役割〉
　　協会のホームページに掲載済
　2. 「ITCみやぎ・SAAJ東北・JSAG東北ワー

クショップ2009」
セミナーの運営主体は下記の通り
10/23はITCみやぎ
10/24の午前はSAAJ東北
10/25の午後はJSAG東北（アナリスト協
会全国大会）

7.18 九州支部（福田）
●７月度月例会（第224回）
　日　時： 7月25日㈯13：00～17：00
　会　場： 早良市民センター　第1会議室
　内　容： ビデオ視聴

第146回月例研究会（2009年5月25
日開催）

「高度情報化社会を見据えた情報シ
ステム・ソフトウェアの信頼性向上
に向けた取組み」

・ITマネージメント・サポート共同組合につ
いて（中溝）

・システム監査学会九州地区システム監査研究
会　特別大会の企画

個人情報保護専門監査人部会報告
個人情報保護経済産業分野のガイドライン意見
募集（舩津）
●８月度月例会（第225回）
　日　時： 8月22日㈯　15：00～17：00
　会　場： 早良市民センター　第1会議室
　内　容： ※ビデオ視聴は取止め
・セキュリティ技術トピック（その６）
　～ DNSキャッシュポイズニング（福田）
　参：加： ７名

（開催予定）
※9月度はシステム監査学会九州地区研究会特
　別大会（9/19）開催のため
　　休会
●10月度（第226回）
　日　時：10月17 or 24日㈯
　　　　　13：00～17：00（日程調整中）
　会　場：早良市民センター　第３会議室
●11月度（第227回）
　日　時：11月21日㈯　13：00～17：00
　会　場：早良市民センター　視聴覚室

議事録確認
　　議　　　　長　　　　鈴木　信夫
　　議事録署名人　　　　馬場　孝悦
　　　　　　　　　　　　金子　長男

以上
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事例研究会　№841　沼野　伸生

　事例研究会では、7月23日㈭から25日㈯の
３日間にわたり、御茶ノ水の総評会館において、
内部統制監査人セミナーを開催しました。
本セミナーは、受講生が監査チームを作り、ま
た、講師陣が企業側のそれぞれの立場の役職に
扮し、 J－SOX対応のIT統制監査の実際を、
ロールプレイ方式によって模擬体験するセミ
ナーです。
　J－SOX対応の準備段階から開始され好評を
得てきた本セミナーは、J－SOX対応が１年目
を終えた直後の今回のセミナーで、通算で12
回目の開催となりました。
　今回の参加者は計５名で、本セミナーが日本
公認会計士協会の継続的専門研修制度（CPE）
の認定研修になっていることもあり２名の公認
会計士の方にもご参加頂き、受講生が監査チー
ムを作り、講師人と受講生が至近距離の、密度
の濃い、また、本番を迎えているJ－SOXを見
据えた、より実践的な内容で実施されました。
以下で、本セミナーの概要をお伝えすると共に、
受講生の方に参加の感想を執筆頂きましたので
ご紹介します。

〈セミナーの概要〉
　本セミナーでは、以下の経緯を前提にしてい
ます。
①対象企業（A社）は、会社法、また日本版

SOX法（金融商品取引法）の施行に伴い、1
年目の対応を終わり、現在社内の内部統制委
員会を中心に内部統制の運用、及び見直しに
取組み中である。

　具体的には、「ITに係る全社的な内部統制記
述書」の他、「販売管理業務」「情報システム
開発・変更管理業務 」、「アクセス管理」に関
する「業務記述書」､「業務フローチャート」、

「RCM（リスクコントロール・マトリックス）」
のいわゆる３点セットの見直しを行った。

②Ａ社内部監査部長から、日本システム監査人
協会に、今回見直しを行った成果物に対して、
社内の独立部署としての評価を実施するにあ
たり、１年目と同様に協力要請があった。

　そして、受講生はこの協力要請を受けた日本
システム監査人協会の監査人として、監査チー
ムを作り、IT全社的統制、IT業務処理統制、
IT全般統制について、企業側が作った文書の
分析、配布された規程・手続類の精査、また講
師が扮する企業側のキーマンへのヒアリングを
通し、その問題点を抽出し、最終日の監査報告
会で企業側のトップにその結果を報告し、企業
側の質問、反論に対応して、監査を終了すると
いう流れになっています。
　また、社内異動などで最近J－SOX対応の部
署に移って来たIT統制監査に不慣れな方も無
理なく受講できるように、セミナーの冒頭に｢
内部統制とIT統制監査基礎知識｣の講義を行
い、内部統制やIT統制監査の基礎知識の整理、
確認を行った上で監査チームの監査がスタート
するようにしました。
　尚、この講義の内容は当協会の創立20周年
記念事業の一つとして出版した「J－SOX対応
IT統制監査実践マニュアル」（通称：“黄色本”）
に基づいており、本セミナーは“黄色本”に
記載されたIT統制監査を正に模擬体験する、
“黄色本”と対をなすものとなっています。

〈第12回内部統制監査人セミナー参加感想
レポート〉

会員№1770　小松　信幸

　2009年7月23日～ 25日に開催された第12
回内部統制セミナーに参加しました。
　わたしの参加動機は、内部統制監査の実際を
習得したい、というものでした。
　セミナーは、沼野、鈴木両講師のもと、内部
統制に関する講義、実際の内部統制監査を想定
したインタビューのロールプレイ、最後にイン
タビューを元にした監査報告を行うという内容
です。
　ロールプレイでは、受講者監査チームが、そ
の場で打ち合わせ、まとめた質問を持ってイン
タビューを行います。
　ヒアリングを行う相手は、仮想企業のCIO、
営業部長、システム部長、開発担当、運用担当
とそれぞれの立場に扮する講師のお二人です。
　ここでは、限られた時間内での話の持って行
き方、質問を聞き切ることの難しさを体感しま
したが、インタビュー後には、ヒアリングのポ

第 12回内部統制監査人セミナー実施報告
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イントや聞き方の実践的なアドバイスをいただ
きました。
　インタビューの講評の時間は、自由に発言や
質問ができる雰囲気で、様々な質問が飛び交い
ました。
　評価が難しいと考えていたIT全社的統制の
内部統制実施基準の解釈についての議論など、
勉強になった点が多かったと思います。また、
講義では、J－SOX １年目の概況などご紹介い
ただきました。
　内部統制報告の結果と、財務諸表に対する監
査報告書の意見表明の差異については、内部統
制の実効性を改めて考えさせられました。
　１日目終了後には懇親会が行われ、全員初対
面にもかかわらず、活発に意見の交換がされま

した。講師の方も一緒に検討するような議論も
あり、監査のあり方を勉強できた気がします。
セミナーの参加者は、内部監査人の方、監査法
人の方、金融機関の方など、様々な立場の方が
参加されていて、実際の現場のお話は、こういっ
た機会がなければなかなか伺えないものでし
た。
　受講生、講師の方とも至近距離で議論をする
密度の濃いセミナーであったと思います。その
おかげか、月例研究会に参加した際に、挨拶す
る方ができたのは、個人的にうれしく思ってい
ます。
　今後ともこのセミナーで学んだことを生か
し、研鑽を重ねたいと思います。

従来の事務局の移転にともない、住所表記を変更します。
（2009.9.24 より）

新住所
〒103-0025
東京都中央区日本橋茅場町2－8－8
共同ビル（市場通り）６階

従来の事務室の隣室です。電話番号、FAX番号などは従来の通り、
変更ありません。

事務局の移転（住所変更）

先の衆議院議員総選挙におきまして、当協会会員の棚橋 泰文
（タナハシ ヤスフミ） さん（岐阜県２区）は、再選されました。
ご祝辞とともに、お知らせします。

祝！当選
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会報の電子化は、会員サービスの維持、向上という観点から適切な形態を検討してきました。
今回、システム監査に関する活動記録としての目的を確保し、同時に経費の節減を図ること
を同時に実現するため、会報の発行は電子化して、印刷物の送付は行わない方針で、運用の
変更を計画しています。
同時に、新しいコミュニティ創出に寄与する仕組みを導入していきますので、広く、会員各
位のご意見を伺いたく、ご要望を会報編集部まで連絡ください。

１．会報の電子化の概要
現状の会報誌面に相当する編集は継続します。
電子化した会報は、会員限定サイトからPDF形式のファイルをダウンロード
いただく形式に移行します。

２．電子化の時期
次回の発行より。
会報の電子化に伴い、発行済の会報も、電子ファイルとして閲覧できるようにする予
定です。

３．会員向けサービスの向上
よりタイムリーな情報を提供するメールマガジンやSNS（会員向け情報交換の場）、報
告書、論文集としての活動記録、投稿論文、NPOとしての会員向け報告、
など、特集する誌面を分類して、電子化する部分と印刷物として配布する部分に分ける。

４．システム監査に関心を持って頂くための会員外情報発信
内部監査、内部統制監査、セキュリティ監査なの、多くの分野で監査員の育成やスキ
ルアップに関する関心が高まっています。
より広くシステム監査の活用価値を知っていただくために、活動していきたいと考え
ていますので、情報発信の機会とアイデアを募集しております。

（SAAJ　会報編集部）

会報の電子化について
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（編集後記）
　支部の活動には、東京を中心とした本部での活動とは異なる良さがあります。ひとつは、小規模、
少人数で開催されるため参加者の反応を感じながら運営できること。参加者全員の顔がわかるという
ことは、得意分野や考え方もわかり大きなメリットと言えます。次に、支部といっても府県をまたが
る場合が多く、懇親会への参加や中核となる活動拠点間で相互に交流を深めながら訪問しあうという
形態が定着を始めていること。３つめはメインテーマが本部から提供されるため支部独自のテーマや
応用テーマへの深耕が用意できること。当然、これらの逆で支部活動の悩みもあると思われます。多
くの機能が首都圏に集中していることへの見直しが始まった時期に、このような特徴を活かして今後
も活発な活動を展開していただくことを期待します。（竹下）

発行所　特定非営利活動法人　日本システム監査人協会
発行人　鈴木　信夫
事務所　〒103－0025
　　　　東京都中央区日本橋茅場町2－8－8
　　　　共同ビル（市場通り）6階
　　　　TEL. 03（3666）6341
　　　　FAX. 03（3666）6342
事務局メール　saajjk1@titan.ocn.ne.jp
ホームページ　http://www.saaj.or.jp/

会報担当委員
竹下　和孝　　吉田　裕孝　　仲　　厚吉
桜井由美子　　成　　楽秀　　片岡　　学
山田　　隆　　木村　陽一　　須田　　勉
藤野　明夫　　山田　正寛

※会員のみなさまからの投稿（連載、随筆等何で
もOK）を募集します。記名記事は薄謝進呈しま
す。書籍紹介欄もありますので、執筆された方
はお知らせ下さい。
会報担当メール  saaj-kaihoh@yahoogroup.jp


